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閉塞性発症が肝切除後の 肝 ミtl コ ン ド リ ア機能 に 及 ぼ す影響 を雑種 の 成熟イ ヌ を用 い て 検討し た ．
総胆管結蟄 に て 黄痘 を作成 し ， 1 過後 に40％肝切除及 び 菌症 解除手術 を併施 し た ． 対照群は 単開腹 1凋
後 に40％肝切除 を行 っ た ． 対照群 では 肝 ミ ト コ ン ド リア機能 は肝切 除後 1 日目 に 最上 昇 し1 週後に 肝切
除直前 に 復 した ■ 一 方黄痘群 の 肝 ミ ト コ ン ドリ ア 機能は 嚢痕作成 1過後 に は軽度克進 し た ． し か し ， こ
の 黄痘群 に お け る肝切除後の 機能克進 は1 週目ま で遷延し て み られ た も の の 対 照群 に 比 べ 有意に 抑制 さ
れ た ． また 発症群お ける 血液生化学検査成績は総蛋軋 血清ア ル ブ ミ ン傾 ， へ パ ブ ラ ス チ ン テ ス トが 肝
切除後有意 に 低下 し ． 黄痘群 で は 肝切除後1過 の肝湿重量再生率 も有意 に 低値 で あ っ た ． 以 上よ り ， 黄
痘肝肝切除後は肝 ミ ト コ ン ドリ ア 機能先進 が抑制さ れ
，
そ の 結果 と し て蛋 白合成の 低下 ， 肝再 生率の 低
下が惹起さ れ た ， す な わ ち ． 閉塞 性発癌 に 対す る肝切除で は術後の 肝 ミ ト コ ン ド リ ア機能低下を予測 し
た 術前 ， 術中 ， 術 後管理 が重 要で あ る こ と が 示 さ れ た ．
Eey w o rds 閉塞性黄痘 ， 肝 ミト コ ン ドリア機能 ， 黄痘肝肝切除 ， 肝再生 ， 蛋白
合成
近年肝切除術の 手術手技 な ら び に 術前術後管理能力
の 向上 1ト牒 に よ り 広範囲肝切除術 は よ り 安全 に 行 わ れ
るよ う に な っ て き た ． ま た ， 胆道系悪 性腫瘍 に 対 し て
積極的に根治手術 を め ざ す努力が払わ れ ， 肝門部胆管
癌や胆褒痛 に 対 し て肝 切 除術 を施行 す る こ と が 多く
な っ てき た
6ト 11－
． し か し ， 胆道 系悪 性腫瘍 で は 閉塞性
黄痘を合併す る こ と が 多く 黄痘肝肝切除時 に は術後に
肝不全 を中心と す る 合併症 が しば し ば 発生 し ， 問題と
なる こ と が 少な く な い ．
肝葉の 一 部 を切 除す る と 残存肝 で は D N A合成 ．
R N A合成， 蛋白合成 が盛ん と な り ， 肝細胞 の 分 裂 が
著しく 克進 し12I
， 肝 ミ ト コ ン ドリ ア機能が冗進 す る こ
とが知ら れ て い るl 錮 冊一 方 ， 黄痘肝 で は ミ ト コ ン ドリ
ア膜が 強く 障害さ れ
， 肝 ミ ト コ ン ド リ ア機能 が低下す
ると い わ れ て い る
15ト l射
． さ ら に ， 黄痘肝 に 肝切 除 を加
えた際の 残存肝 は貴痘解除術 を付加 し な い と そ の 再生
A bbre viatio ns こA D P
， aden o sin edipho sphate
H 7
は 抑制さ れ る こ と が 報告劫1さ れ て い る ． しか し
， 黄痕
肝肝切除術後の 病体 に 関す る 研究は依然と し て 少 な
く
，
よ り安 全な 肝切 除術 の 施行 の た め に は 残存肝の 再
生機能 を解明す る こ と が重 要な課題 とな る ．
本研 究で は ， イ ヌ に お い て 総胆管 を結歎し て 作成し
た 閉塞性黄痘肝 に お い て肝切 除 と 同時 に 黄痘解除を行
い
， 残 有肝 の 機能を肝 ミ トコ ン ド リ ア 機能を 中心 に 経
時的に 検索 し た ． そ の 結果黄痘肝 に お ける肝切 除術 の
安 全性 に つ い て 幾つ か の 知見 を得 たの で 報告す る ．
対象 お よ び方法
工 ． 実験動物 お よ び作成法
体重 10 kg 前後 の 雑種 の 成熟 イ ヌ を 用 い た ． 麻 酔
は
，
塩酸 ケ ダ ミ ン くketa min e H CIl を 12．5m gノkg 皮
下 注 し ， 導入 後 チ オ ペ ン タ ー ル ナ トリ ウ ム くthiopent－
al s udiu mさ25m gl回 を静注 し て維持 した ．
こ Alb， albu minニ B D L， bile du ct ligatio n三
G O T
， gluta mic o x alo a cetic tr a n s a minas eニ G P Tl gluta mic p yr u vic tr a n s amin a se三 H P T，
hepaplastin test三 M it， mito cho ndriaニ R C R， r eSpirato ry c o ntr olr atioニ T P， tOtal protein
118
閉塞性黄痘 は十 二 指腸直上 で胆嚢管合流部位よ り十
二 指腸側 の総胆管 を 2重 に 結致 し ， 切離 した ，
正 常イ ヌ 肝 は Pric e21，に よ る と左 か ら外側左葉 ， 内
側左葉 ， 方形葉 ， 内側右葉 ， 外側右葉 ， 尾状 葉の 6葉
に 分葉 し て お り ， 本研究で は全肝 の40％と な る肝左 2
葉 を切除 した ． な お 左 2 葉 の 重量 は10頭 の 検討 で は
42．8士3 ．2％と な っ た ． 肝切除 は肝門部 で あ ら か じ め
切除予定領域の 肝動脈
， 門脈 ， 肝管技 を結勢 し て 行っ
た － ま た黄痘肝解除術と して は胆嚢十 二 指腸吻合 を施
行 し た ．
黄痘作成 の有無 に よ り以下の 2群 に 分 け た ．
対照群 こ 単開腹後 1週 にて 肝左 2葉 を切除 し た ．
貴痘群 こ 先述 した ごと く ， 開腹 にて 閉塞性黄痘 を作
Co ntrol gr oup Ja tlnd ice gro up
Fig． 1． Diagr a m of bile du ct ligatio n， hepate c－
to my a nd cholecysto－du ode n o sto my． Co ntr ol
gr o up r ec eived 40％ r e se ctio n ofthe liv e r o n e
W e ek after sim ple lapa rato my． Ja u ndic e
gr o up w a sprepa r ed by ligatio n of the c o m．
m o nbile du ct， a nd both 40％ res e ctio n ofthe
liv r e a nd ja u ndic e r el a sl ng Oper atio n w e r e
pe rfo r m ed o n e w eek there afte r． G B， gallbla－
dderニ L L， 1eft late r a1 lobeニ L M， 1eft m edia
lobeニ Q， qu adr ate lobeニ R M， riaht m edial
lobei R L， rightlate ral lobeニ C， Ca udate lobe ．
成後 ， 1過 に て 対照群 と同様 に肝左 2葉切除を行 い ，
同時に 黄痘解除手術 を併施 し た ．
こ れ ら 対照群 ， 黄痘群 に つ い て術前 ， 肝切除術 ， 肝
切除後 1 日 ， 2 日， 3 日， 7 日目 に 各々 犠牲屠殺 を行
い ， 肝 組織 の採取 ， 血液生化学的検査お よ び肝重量の
測定 を行 っ た ．
I工． 検査項目 お よ び方法
1 ． 一 般 生化学検査
11 血清総 ビ リル ビ ン 値 Je ndra s sik－Clegho rn法22，
21 血 清総蛋白くtotal pr otein， T Pl． B C G法23I
31 血清ア ル ブ ミ ン 量くse r u m albumin ，Albト電動泳
動法 瑚
41 血清gluta mic o x alo a c etic trans amin a se活性
傾 くglutamic o x alo a c etic tra n s a min a se， G O Tト
Ka r men 法251
51 血清gluta mic p yr u vic tr a n s a min a s e活性傾
くgluta mic p yr u vic trans a min a s e， G P TJ－Ka r me n
法恕I
6l ヘ パ プ ラ ス チ ン テ ス ト くhepapla stin te st，
H P Tl． へ パ ブ ラ ス チ ン テ ス ト 用 試薬くエ ー ザ イ ， 東
京1
2 ． 肝湿重量再生率
重量再生率 は Grindlay2 のの 計測法に 従 っ た ． す な わ
ち く屠殺時肝重量 一 肝 切時残肝重畳1＋ 肝切時残存肝重
量 XlOOに よ っ て 算出し た ．
3 ． 肝 ミ ト コ ン ド リ ア くmito cho ndria ， M iり 機能
脱血屠殺後す みや か に 肝右葉内側葉 よ り約 5g の 肝
組織 を採取 し ， Oz aw a ら
2 乃
の 方法に 準 じ ． M it の分離
調整を行 っ た ． 酸素 消費量 は自記呼吸酸素測定装置
Table l． Prepar atio n of liv e r mito cho ndria
Liv e rtiss u e
O
Hom oge niz e
O 2，000rpm x 7 min
Supe r n at nt
O 2，000rpm x 7 min
Supe r n at nt
O lO，000rpm x 12 min
Pr e cipitate
O lO，000rpm x 12min
Pre cipitate
O 7，500rpm x 12 min
Pr e cipitate
O
Pola r ogr aphy
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P O－100 A型く柳本製作所 ， 京都I を用い て 測定 した ．
反応液 に は 0． 3 M m a n nitol， 10m M Tris． pho sphate
bufferくpH 7■4I， 10m M K Cl， 2m M Mgcl2 を用 い ． 基
質と して 4m M gluta m ate を使用 し た ． M it の酸素消
費量を Cha n c e
25，
の 定義 に よ る state4呼吸 と ， さ ら に
aden o sin edipho sphateくADPI を200JL M を加 えて リ
ン 酸化 をお こ な わ せ た state3 呼吸 に つ い て 測定 した ．
Mit の機能 は呼吸 調節比 くr espirato ry c o ntr ol ratio，
R C RI， 酸化的 リ ン 酸化能くA D P10ン， 活動呼吸の酸素
消費量くState3 a ctivity， State3Iお よ び A TP 生成量
くpbo sノm gl を測定 して 判定さ れ た ．
EI． 統計 学的検討
各測定値 は平均値 士標準偏差くm e a n士S．D ．1で表 し ，
各測定値 の比較検定 に は stude nt の t 検 定 を用 い ．
pく0．05に て有意 の 差 と した ．
成 績
工 ． 血 清絵 ビリ ル ビ ン 値の 変化
対照群で は ， どリ ル ビ ン は肝切除前か ら肝切除後 7
日目ま で 0■ い －0■5m gノdlの 範囲内に あ り ， 上 昇は み ら
れ なか っ た ． 一 方黄痘群 で は ， どリ ル ビ ンが 費痘作成
Ie ek afte rBD し一 ト thys artc rhepa tecto4y
Fig－ 2■ Total bilir ubin le v el ins e r u m afte rbile
du ct ligatio n くB D Ll and after hepate cto my．
Me a nv alu e s士S－D － a re giv e nfo r e a ch gro up こ
0， C O ntrOl gr o up i争，ja u ndic e gr o up． Nu m－
be rs of dog u sed fo r e a ch gro up w e r e5 for
e ach point．
1週後 に は6．3 士0．6mgノdl と上昇 した が ， 肝 切除後は
経時的に 減少が み られ ， 肝切 除後 7 日目 に は 0．5 士0．1
mgノdl と ほ ぼ正 常 に 回復 した ．
工工 ． G O Tの 変化
対照群 で は 前値 24．8 士5．4 Uか ら肝切除後 1 日 目に






















0 1rl飴 り 1 2 3 7 rぬysJ
l既k after 8帆 － 一 触 ys aft打 鵬 阿te CtO ■y
Fig． 3． G O Ta ctivity in s e ru m afte rbili du ct
ligatio nくB Dり a nd afterhepate cto my． Signi－
fic a nt le v el in c o mparis o n with the c o ntrol



















l既k arte r別札一－ － 1bys aJt e rhe脚 te Ctく廿 y
Fig． 4． G P Ta ctivity in s e r u rn afte rbile du ct
ligation くB D LJa nd afte rhepate cto my． Signi．
fic a nt le v el in c o mpa ris o n with the c o ntr ol






滅 し ， 肝切除後 7 日目 に は 48 士 8 U と ほ ぼ肝切除前借
に 復 し た ． 黄痘群 で は黄痘作成後 1過日 に 278土4 1 U
と上 昇し ， 肝切 除後 1 日目 に は 472 士9 3 U と最高値 を
示 した が ， 以後 対照群 と同様 に経時的に低下 した ． し
か し ， 肝切 除後 7 日目 で も 213 士59 U と対照群 に比 べ
有意 に高値 くpく0．01 で あ っ た ．
正I． GP Tの 変化
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Te ek afte rBDL－．＋ － Day s afte rhe p atecto ■y
Fig． 5． Total pr otein in s e ru m after bili du ct
ligatio nくB D Lla nd afte rhepatecto my． Signi－
fic a nt le v el in c o mpa ris o n with the co ntr ol
















Te ek aEter BDl．－， － Days after he阿teCtrNy
Fig． 6． Ser u m albu min afte rbili du ct ligatio n
a nd after hepate cto my ． S ignific a nt lev el in






208士4 3 U と最高値と な り ， 以後 GO T と 同様 に 低下
し た ． 黄痘群 で は黄痘作成1週後 2160 士121 U と上 昇
した が ， 肝切除後は再上昇す る こ と な く経時的 に 漸減
した ． しか し， 肝切除後 7 日目で も278 士132 U と対照
群比 べ 有意 に 高値くpく0．01J で あ っ た ．
IV． TP の 変化
対照群 は前借 5．9 士0．1gノdl か ら肝切除後 1 日軋
2 日目 と低下 し ， 3 日目 より 上 昇に 転 じ ， 肝切除後 7
He問te C tO ■y
Te ek afte rBDL－－ ■－Days afte rhe一組 te C tO ty
Fig． 7． Cha nges of the hepapia stin te st after
bili du ct ligation くB D Ll and afte rhepate cto－
m y． S ignific a ntle v el in c o mpa ris on with the




























1 2 3 7 くdaysフ
Days arte rhepate cto 4y
Fig． 8． C ha nge s of hepatic r age n e r atio n rate
afte r hepate ctom y． Signific a nt le v el in




閉塞性黄痘肝切除後 の 肝 ミ ト コ ン ドリ ア 機能 に つ い て
日日 に は 5．6士 0．3gノdlと ほ ぼ前備 に 回 復 し た ． 黄痘
群は発症作成 1 遇後 に 変化は み られ ず ， 肝切除後 1 日
日， 2 日目と 急激に低下， 対照群 と同様 に 肝切除後 3
日目以降回復 した が ， 肝切除後 7 日目 で も5．3 士0．2gノ
dl と低値 で あ っ た ． す な わ ち肝切除後全経過 を通 じ て
黄痘群は対照群 に 比 べ 有意 に 低下くpく0．0り し て い
た ．
V ． Albの 変化
対照群 は前借 2．7 士0．3gノdl か ら肝切除後 1 日目 ，
2 日日と TP と同様 に 大き く低下 した ． 肝切除後 3 日
目 より の 回復 は T P と異な り遅延 し た ． 発症群 は発症
作成 1週後 2．1 士0． 4gノ朗 と対照群 に 比 べ 有 意 に 低下
くpく0．01 した ． 肝切 除後 さ ら に著 し く 低下 し ， 肝 切
除後 7日目 で も 回復 は み られ なか っ た ．
VI． H P Tの 変化
対照群 は前借128士 6 ％か ら肝切 除後 1 日目 に 61 士
9％と 最も低下 し た が ， 以後漸減 し ， 肝切 除後 7 日目
に は前借 に 回復 し た ． 発症群 は黄痘作成 1週後 に82士
4．3％と有意に低下 しくpく0．0い 肝切除後 1 日 目 で 最
低値と な り ， そ の 後経時的 に 回 復 し たが ， 肝切除後 7
日目に て も対照群 と比 べ 有意 に 低下くpく0．0い して い
121
た ．
叩 ． 肝 湿 重 量再 生率の 変化
肝湿重畳再生率 は ， 対照群で肝切除後漸次上昇し ，
肝切除後 7 日目 に は64 士 8％と ほ ぼ肝切除前推定肝重
畳に 等 し く再生 し て い た ． 黄痘群 は肝切除後 3 日目 ま
で は対照群 と同等 の再生 をみ た が ， 肝切除後 7 日冒 で
は48士 9％ と有意 に 再生率は低下くpく0．01 した ．
用 ． M it 機 能の 変化
肝切除前傾 か ら肝切除後 7 日目 ま で の M it 機 能
くR C R， A D Pノ0， State3， P ho sJmgIの 変化 を表2 に 示
し た ． R C R は， 対照群で肝切除前傾3．17 士0． 31か ら
肝切除後 1 日目 に 最も 大き く 上昇 し ， 以後経時的に 漸
減 し たが ， 肝切除後 7 日目で も4．82 士0． 揖 と肝切除前
値 に 比 べ 克進 し て い た ， 発症群 は発症作成後 1週 に て
3．97 士0．26 と対照群 に比 べ 有意に 冗進くpく0．0い し た
が ， 肝切除後 は肝切除後 2 日 目に 最も 大き い 上 昇を み
た もの の ， 対照群 に 比 べ 有意に 低値くpく0．01ナ で あ っ
た ． A D P10 は対照群 で は R C R と同様 の変化 を み
た ． 発症群で は黄痘作成後 1過 に て 冗進は み ず， ま た
肝 切除術 の 冗進 も み ず ， M it 膜 の 障 害 を み た ．
State3 は ， 対照群 で は R C R と同様に 肝切除後 1日目
Table 2A Cha nges of mito cho ndrial o xidativ epho spho eylatio n afte rbile du ctligatio n， a nd after
hepate cto my
R C R A D PノO State3 Phoslm g
No ope r atio nくn ニ 51
1 w e ek after
Sha m ope r atio nくn ニ 51
Bile du ctligatio nくn ニ 51
1 day afterhepate cto my
Co ntr olくn ニ 51
Ja u ndic eくn 二 51
2days afte rhepate cto my
Co ntr olくnこ 51
Ja u ndic eくn ニ 51
3 days afte rhepate cto my
Co ntr olくn ニ 5J
Ja u ndic eくn ニ 5J
7 days afte rhepate cto my
Co ntr olくn ニ 5J
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Phospho rylativ e a ctivity w a s m e a s u red at22
O
at pH 7A in a m ediu m c o ntainiug O．3 M m a n nitol， 0．01 M
KCl， 0．02 M MgC12， 0．01 M Tri－H Cl buffe r， 0．2m M E D T Aa nd 22 0JLM A D P． G luta m ate w a s added at a
C O n C e ntration of 4m M ． Data a re m e a n s士S．D．こ Signific a ntle v el in c o mpa riso n with the c o ntr ol gro up
at ea ch day， pく0．05i
棉
， pく0．01．
R C Rこ r e Spir ato ry c o ntr olr atioくn m ole ato m sノminノmg pr oteinJ．
P ho sJ，m g三P ho spho rylatio n r ateくn m ole sA T Pノminノmg pr oteinl．
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に 最も 大き い 上 昇 を みた ． 黄痘群 で は貴痘作成後 1
過に て39．7 士2． 3 と， 対 照群 に 比 べ 有 意 な 冗進 くpく
0．0リ をみ た が ， 肝切除後 は肝切除後 1 日目 に 最大上
昇 した も の の ， 対 照群 に 比 べ 有意 に 低値くpく0．01I で
あ っ た ． P ho sノm g は ， 対照群で は肝切除後 1 日目 に
178 士18 と最も 大き い 上 昇を み ， 以後 RC Rと 同様 な経
過 を み た ． 黄痘群 は 黄痘作成後 1週 に て 前値 に 比 べ 冗
進 す る傾向 をみ た が ， 肝切除後 の冗進 は対照群 に 比 べ
て有意 に 低値くpく0．01ナで あ り ， ま た は 肝切除後 1過
日 ま で に 軽度の 克進状態が遷延 した ．
考 察
正 常肝 は70へ 80％の 切除に 耐 え る こ とが 実験的 卿
抑
に も 臨床的4Iに も 明ら か に さ れ て お り ， ま た正 常肝 や
硬変肝で の肝切除後 に お ける 切除後 の代謝 の変動や残
存肝の再生 に 関 して 多くの 詳細 な研究
32ト 珂 が ある ． 一
方 ， 近年外科管理能力 の 向上 に 伴 っ て肝 門部胆管癌や
胆嚢癌 に 対 して 積極的な肝切除術 の機会 が増 える よ う
に な っ て き た ． しか し， これ ら の疾患で は 閉塞性黄痘
を伴 っ てい る こ と が 多く ． こ の 対策 に つ い て様 々論議
が で て きて い る ． ま た ， 経皮経肝胆管 ド レ ナ ー ジ を中
心 と す る ド レ ナ
ー ジな どを行 っ て も 減黄の 不十分な こ
と が 多く 印 刷 ， 有責痘下 で 手術 を施行 しな け れ ば な ら
な い こ と も少 なく ない ． 当然 ， こ の よう な黄痘軽減不
長な症例で は術後合併症 を伴う こ とが 多く ， 閉塞性貴
症 の存在下 で大 き な手術侵襲 で あ る肝切除術 を施行 し
う る か 否か は極 め て重要な問題 と な りつ つ あ る ． そ こ
で 著者は 実験的 に イ ヌ で 閉塞性黄痘 を作成 し ， そ の後
に 肝切除術 を行 っ て ， 閉塞性黄痘下 で の肝切除術 に お
け る術後残肝機能に 及 ぼす 影響 を検討 し よう と した ．
実験 に お ける 胆道の 閉塞期間 に つ い て は ， 総胆 管閉
塞 1週間 に て 血清総 ビ リ ル ビ ン は 平衡 に 達 す る こ
と 醐 ， 総胆管結集 5 日目 に は 肝 ミ ト コ ン ド リ ア 障害
が発生す ると の 大柳ら 珊 の 報 告 に よ り ， 閉塞期間 を 1
週間と し た ． 肝切除量は よ り 安全に 実験可能 な限界 に
と どめ る必要が ある が ， 山脇 誠I は40％ の 肝切除 に て 生
存率が88％得 られ た と して お り ， 40％肝切除 に て 本研
究 を行う こ と に した ．
肝左 2葉切除が切除量42．8士 3．2％ と ほ ぼ40％ で あ
る こ と を10頭 の検索で確認 した ． 閉塞性黄痘 の 解除 に
は最も 手術手技上侵襲の少な い 胆嚢十 二 指腸吻合 を選
ん だ ． 著 者は以上 の 観点 に た っ て ， 肝再生能 を み る上
で 最も 基本と な る肝 ミ ト コ ン ド リ ア機能 お よ び肝再生
率 さ らに 一 般生化学的検査 を合 わせ て検討 し た ．
まず ， 総胆管閉塞後 の血 清総 ビ リ ル ビン 値 に つ い て
で あ るが ， 1週 間で6．3 士0．6m gノdl と な り， 減資術 に
よ っ て 以 後漸次減少 し ， 肝切除後 7 日目 に は ほ ぼ正 常
と な っ た ． 一 方対照群 は肝切除後 も上 昇 は み ら れず ，
山脇 郷 や Ar o n se n39Iの報告 と 一 致 した ．
血清 G O T， G P T値 は肝細胞 の変性 ま た は壊死 に よ
り細胞内か ら血中に連出す る酸素 と言わ れ ， 肝 実質障
害 の指標 と さ れ て い る ． 対 照 群 は 肝切除後 1 日 目 に
G O T， G P T値 は と も に最上 値 を示 し ， 以 後漸減 し て
7 日目 に は ほ ぼ 正 常化 した ． 貴痘 群 で は G O T， G P T
値 は と も に 黄痘作成後 1週間で有意の上昇 をみ た が ，
G OT 備 が 対照群 と同様 に 肝切除後上昇 し て 以後漸減
した の に対 し， G P T億 は肝切除後 に 上 昇 す る こ と は
な く 漸減 し ， 両者の 動 き に適い が み られ た ． なお ， 肝
切 除後 7 日目で も黄痘群 の G OT， GP T傭 は とも に 有
意 に 上昇 し てお り ， 肝実質障害が 示 唆 さ れ た ．
血清総蛋白 は黄痘 1週 に て は低下せ ず ， 3適 に て低
下す る と の M a cgr ego r仰 の 報告が み られ るが ， 本研究
で も黄痘 1週 で は低下 しな か っ た も の の ， 肝切 除後 に
対照群 に 比 べ 有意に 低下 し， 黄痘 に よ る 蛋白合成能 の
低下が 示 唆さ れ た ． 血 清ア ル ブ ミ ン 値は 発症 1週 に て
有意 に低下 し， 肝切 除後 も有意に 低下 し てい た ． 血清
ア ル ブ ミ ン債 の 低下は 予 後と の 相関が み られ た と の報
告 瑚 も あ り ， 重要 な所見 と判断 され た ．
ヘ パ プ ラス テ ン テ ス ト は蛋白合成能 を忠実 に 反映す
る と 言わ れ て い る ． 中谷 ら421は肝切除後 6 へ 24時 間で
ヘ パ プ ラ ス チ ン テ ス トが 最低値 を示 し ， そ の後急速 に
回復 し て ， 8 日目 に は肝切除前借 に 復 し ， こ の値 は総
肝細胞機能 の変化 を反映 す る と報告 し て い る 0 本研究
で も肝切除後 1 日目 に 最低値 と な り ， 7 日目に は肝切
除前借 に ほ ぼ回 復 し た が ， 黄痘群 で は 黄痘 1週 に て有
意 に 低下 し， 肝切 除後 も全経過 を通 じて 有意の 低値 を
認 め た ． す な わ ち黄痘肝 の 肝切除後蛋白合成能は有意
に 低下 す る こ と が 判明 した ．
従来 か ら イ ヌ の 正 常肝肝切除 に よ る 残存肝の再生は
6 句 12過 で 完成 す る と 言わ れ て い る ． 一 方黄痘肝肝切
除後 の 湿重量再生率 は正 常肝肝切除群 に 比 べ 高値 を示
す と の 報告3 醐 が み ら れ る が ， 本研究 で は 黄痘群 は肝
切除後 7 日目 に 有意 の 再生率低下 を みた ． 湿重 量 再生
率が そ の ま ま真 の 再生 を表 す と はい えず ， 胆汁う っ 滞
の 影響 も考慮せ ね ば な ら な い が ， 比 較的短時間の 閉塞
で あ る こ と と胆嚢十 二 指腸吻合 に よ る充分な減黄 をえ
て い る こ と を考 え る と ， 真 の再生結果 を えた も の と判
断 し て い る ．
肝 ミ ト コ ン ド リ ア機能 の 測定 は肝 の機能的予備力 を
把握す る た め の 重要な指標 で ある
13 湖
．
一 方 ， 血液生化
学的検査値 は肝障害 の 程度や肝障害 か らの 回 復程度 を
適確 に は 示 して い な い と 言わ れ て い る
瑚
い 小沢13，は ， 肝
澤
閉塞性黄痘肝切除後の 肝 ミ トコ ン ド リ ア機能 に つ い て
再生に は残肝 ミ ト コ ン ド リ ア の 機 能冗進 が肝再生 の
D N A合成 に 必須で あ ると 報告 して い る ． しか し ， 貴
痘が肝 ミ ト コ ン ド リ ア機能 に及ぼ す 影響 に つ い て は抑
制1 朗あ る い は 冗進
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と 相反 す る 報告 が み ら れ る ． 岩
月瑚 は 分離肝細胞 に お い て ど リル ビ ン が 直接的 に ミ ト
コ ン ド リ ア機能 を抑制す る と 報告し て い る ． ま た 黄痘
時に 発症 を解除 し な い 肝切 除後の 肝 ミ ト コ ン ドリ ア機
能は著明 に 抑制さ れ ， 生体 は死 亡 す る と の 報告 嘲 も み
られ る0 臨床的 に は な ん らか の 黄症解除手段が必要な
こ と は明 ら かで あ り ， そ こ で 費痘解除併施肝切除後 の
肝ミ トコ ン ド リ ア機能の測定す る こ と に した ． 黄痘 1
週間後 は肝 ミ ト コ ン ド リ ア機能は軽度克進 をみ た ． こ
の こ と は Ozaw a ら
相
， 山岡ら 嘲 も 報告 して お り ， チ ト
ク ロ ー ム の増加が 指摘 され て い る ． しか し ， 肝切除術
後は肝 ミ ト コ ン ド リ ア の 機能冗進は対照群 に 比べ 有意
に 低下 し ， 呼吸 調節比 ， 酸 化的 リ ン 酸 能 ， State3
e ctivity 及び A T P生成量 な どの ミ ト コ ン ドリ ア機能
は全て機能克進 の 抑制 をみ た ． ま た 肝切除術後の 抑制
さ れ た機能冗進状態が肝切除後 7 日目ま で 持続 して い
た ． こ れ は肝 ミ ト コ ン ド リ ア機能冗進の 抑制及 び 回復
の遷延傾向と判断 され た ． こ の こ と が 蛋白合成の低下
に 直接影響 し ， 総蛋白 ， ア ル ブ ミ ン ， へ パ ブ ラ ス チ ン
テス トの 低下 に 反 映 され ， その 結果 と して 肝再生率が
低下 した も の と推察 され た ．
す な わ ち ， 閉塞 性黄痘作成 1週間後 に は 著 明 な
G O T， G P T な どの 血液生化学検査値 の 異常 を み ， 肝
切除は さ ら に 著明 な蛋白合成能の 低下が出現 して ， 肝
ミ ト コ ン ド リ ア の機能克進 は抑制さ れ ， その 結果肝再
生率の 低下 が起 こ る も の と推察さ れ た ．
す な わ ち ， 閉塞性黄痘作製 1週間後 に は 著明 な
G O T， G P Tな どの 血 液生化学検査値 の異常 を み ， 肝
切 後は さ ら に 著明 な蛋白合成能の 低下が出現 して ， 肝
ミ ト コ ン ド リ ア の機能冗進 は抑制さ れ ， その 結果肝再
生率の 低下 が起 こ る も の と推察さ れ た ．
今後閉塞性黄痘肝 の 肝切 除時 に は 術後肝 ミ ト コ ン ド
リ アの 機能低下 を予 測 し た術前 ， 術中 ， 術後対策が 必
要と 考え ら れ る ．
結 論
総胆管の結染摂理 に て閉塞性黄痘犬 を作製 し ， 有黄
痘下 で の肝切除 と減黄処置 を併施 し ， 肝 ミ ト コ ン ド リ
アの機能お よ び 肝再生率 ， 一 般 生化学検査 を検討 し
た． 対照群 と し て 無黄痘 での 正 常肝切除術 を行 い ， 両
群間を比較 し て以下 の 成績 を えた ．
1 ． 肝切 除後 7 日目 の 肝再生率 は ， 対 照 群6 4士
8％， 黄痘群48 士 9％と有意 に 低下くpく 0．0 1 した ．
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2 一 肝切 除後 G O T， G P T値 は ， 対照群で は肝切除
後 1 日目に 最も 上昇 したが ， 黄痘群 で は G O T は黄痘
1週間後有意に 上昇 し， 肝切除後 1 日目 に最 も 大き な
上 昇 をみ た が ， G P T は黄痘 1週間後 で最高値を 示 し，
肝切除後 は漸次減少 した ．
3 ． 肝 切 除後血清総蛋白 ， 血清ア ル ブ ミ ン ， ヘ パ プ
ラ ス テ ン テ ス トは著明 に 低下 した が ， 対照群 で は肝切
除後 7 日目に は ほ ぼ前値 に 回 復 した も のの ， 黄痘 群は
低下が さ らに 著明と な り ， 肝切除後7 日目に て も 有意
に 低下くpく0．0い し てお り ， 肝の で の蛋白合成能は著
しく 低下 した ，
4 ． 肝 ミ ト コ ン ドリ ア機能 は貴痘作成 1週後 で 軽度
冗進 をみ た ． しか し肝切除後 は対照群 に み られ た 機能
冗進 は著 しく 抑制さ れ ， ま た軽度の 肝切除後機能冗進
状態が肝切除後 7日 目ま で続 き ， 遷延す る傾向が う か
が わ れ た ．
以 上 ， 閉塞性発症時の肝切除に 際 して は ， 術前か ら
の 蛋白合成能の 低下 ， 肝切除後の 肝ミ トコ ン ド リ アの
機能冗進の 抑制 を念頭 に お い て術前， 術中 ， 術後管理
す る こ と が 必要で あ る ． と く に 術前の 経皮的な胆道 ド
レ ナ ー ジに よる 減黄処置 は術後肝機能回復の 面 よ り重
要 な意義が あ る も の と 考え られ た ．
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W aS eX amined uslng m O ngreladultdogs． An expen m entalj undice w asinduced byligado n of the
COrr m Onbiledu cら and botha40％ res ection of thelive r and ajau ndice rele aslng Operation w er per－
form edon ewe ek later． T he c ontrolgroupreceiv ed a40 ％ resection oftheliver one w e ek after sim －
plelapar atO my－ T he c ontrolgro up sho w ed the hightest ele v ationofthe hepadc mitく血 ondri al func－
tiono neday afterliver res ction andretu m edtothepre－r e S e Ction valu e on e w e eklater． Theja undic e
grOupSho w ed a slight ele vation of the hepatic mito cho ndri al fun ctio n o ne w eek afterligation of dle
bileduct． Itshy perfun ction wa spr olo ngedupto on e w eek fo1low lngliver resectio n，butitslevel w a s
inhibitedsigmi nc an tly when co mpared withthe c ontrolgr oup． B iochemicaltest values afterghpatec－
tO my，includingtotalprotein， S e r umal bumin andhep 叩1astin， Sho w ed signi丘c an tly decreasedl vels
indlejaundic egr o up， and the rege neration rate oftheliverw e tw eight on e week afterhepatecto my
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